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⃝ 注意 : 計算過程も記述せよ. 途中の計算が著しく省かれている場合減点の対象になる

ことがあるので注意すること.

1 以下の極限を求めよ.

(1) lim
x→0

cos 3x− cosh 4x

Tan−12x− log(1 + 2x)
.

(2) lim
x→+∞

cosh(log(x2 + 2))

log(cosh(x2) + 2)
.

2 次の整級数の収束半径を求めよ.

(1)
∞∑
n=1

n2n+1

(2n+ 1)!
xn.

(2)
∞∑
n=0

(
tanh

112n+1

53n+2

)
xn.

3 次の積分を計算せよ.

(1)

∫ +∞

0

3

5 sinh x+ 4 coshx
dx.

(2)

∫ +∞

0

−3x+ 7

x3 − x2 + 2
dx.

4 (1) I ⊂ Rを空でない開区間とし, f : I −→ Rを I 上弱い意味で下に凸な関数と

する. 即ち, 任意の I の元 a, b ∈ I, および 0 ≤ t ≤ 1である任意の実数 tについて,

f((1− t)a+ tb) ≤ (1− t)f(a) + tf(b)が成り立つとする. このとき, 任意の正整数 n,

任意の n個の Iの元 x1, x2, . . . , xn ∈ I, および t1 + t2 + · · ·+ tn = 1である任意の正

実数 t1, t2, . . . , tn > 0について, f

(
n∑

j=1

tjxj

)
≤

n∑
j=1

tjf(xj)が成り立つことを示せ.

(2) nを正整数とし, x1, x2, . . . , xn > 0を n個の正実数, p1, p2, . . . , pn > 0を
1

p1
+

1

p2
+ · · ·+ 1

pn
= 1となる n個の正実数とする. このとき, 次の不等式が成り立

つことを示せ. なお, 小問 (1)の主張は (たとえ解答できなくても)用いてよい.

xp1
1

p1
+

xp2
2

p2
+ · · ·+ xpn

n

pn
≥ x1x2 · · · xn.


